
 

第 75 回 “社会を明るくする運動”第 75 回 “社会を明るくする運動”
逗葉地区の集い逗葉地区の集い（主唱：法務省）（主唱：法務省）
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

第1部	式典（13:30 〜 14:05）
	 推進委員長あいさつ
	 内閣総理大臣	メッセージ朗読
	 来賓挨拶、紹介	
	 “ 社会を明るくする運動 ”作文コンテスト優秀作品の朗読
	 休憩 10分	
第 2部	ワークショップ（14:15 〜 15:55）
	 「アンガーマネジメント」（受付時にシャープペンシルを配布）
	 （怒りと上手に付き合う心理トレーニング）

	 閉会のことば（15:55）

回覧

怒りに振り回されていませんか・・・？ マイナ怒りに振り回されていませんか・・・？ マイナ
ス感情に気づき手放す！  アンガーマネジメントス感情に気づき手放す！  アンガーマネジメント

日	時　令和	7年7 月 18 日（金）
　　  13:30 〜　（13:00 〜 開場 受付）
場	所　逗子文化プラザさざなみホール、ギャラリー	

　併設		“ 社会を明るくする運動 ”逗葉地区推進委員会の活動パネル展示、薬物乱用防止パネルの展示他

　　（100席・入場無料・先着順・満席の場合はお断りする場合があります）
主	催　第 75回 “ 社会を明るくする運動 ”逗葉地区推進委員会		

第 75 回“社会を明るくする運動”第 75 回“社会を明るくする運動”逗葉地区推進委員会逗葉地区推進委員会
　 逗 子 市 　 　 葉 山 町 　
逗子市教育委員会 逗子市社会福祉協議会 葉山町教育委員会 葉山町社会福祉協議会
逗子市人権擁護委員会 逗子市民生委員児童委員協議会 葉山町人権擁護委員会 葉山町民生委員児童委員協議会
逗子市防犯協会 　　 逗 葉 地 区 保 護 司 会　　 葉 山 町 防 犯 協 会

問合せ　逗子市	市民協働部	市民協働課	人権・男女平等参画係　〒 249-8686　逗子市逗子 5-2-16	
TEL	046-873-1111（内 268）　FAX	046-873-4520　E-MAIL　jinken.danjo@city.zushi.lg.jp
※ FAX・E-MAIL は、名前・住所・電話番号を記載してください。
※	託児、手話通訳は、市に確認してください。

更生（こうせい）ペ
ンギンのホゴちゃん



第 75 回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民の皆様が、犯罪・非行の防止と立ち直りの支援に

ついての理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、明るい地域社会を築くための全国的

な運動です。昭和 26 年に始まって以来、多くの方々の御賛同・御協力を得て、今年で 75 回目

を迎えました。

　犯罪や非行の背景には、望まない孤独や社会の中での“生きづらさ”が存在していることが少

なくありません。また、過去の過ちから立ち直ろうとする人々には、十分な時間と地域の中での

居場所が必要です。悩める方々に寄り添い、互いに相手を受け容れることが、安全で安心な明る

い社会の実現につながります。

　こうした観点から、私たちが暮らす地域では、保護司や協力雇用主を始めとする「更生保護ボ

ランティア」の皆様が、社会復帰を目指す人々を身近で支え、その再出発を助けています。政府

においても、再犯防止のための就労支援、保護司等との連携強化、町ぐるみの防犯活動の促進な

どに取り組んでいます。

　この運動を通じて、より多くの国民の皆様に、立ち直り支援の活動を知っていただき、協力の

輪が広がっていくことを期待いたします。併せて、「人は変われる」と信じ、それを待つことの

大切さについても、御理解をいただければ幸いです。「幸福の黄色い羽根」のもと、多様な背景

を持つ人々が、理解し合い、支え合うことによって、犯罪や非行のない明るい地域社会が実現す

るよう取り組んでまいりますので、国民の皆様の御協力をお願い申し上げます。

内閣総理大臣 石破 茂

併設　ギャラリーにて展示併設　ギャラリーにて展示
“ 社会を明るくする運動 ” 逗葉地区推進
委員会の各団体活動パネル展示、薬物乱
用防止のパネル展示、危険薬物ドラッグ

◎講師　田中 貴惠（たなか たかえ）さん
資格：アンガーマネジメントファシリテーター、公認心理師、精神保健福祉
士、キャリアコンサルタント
講師歴：障害者施設、特別支援学校、ひきこもり家族会等でのアンガーマネ
ジメント講座、かながわコミュニティカレッジの傾聴講座など

ワークショップ：アンガーマネジメントワークショップ：アンガーマネジメント
～家庭や地域社会での円滑なコミュニケーションを促進し、犯罪防止や再犯防止につなげる～
　怒りの感情はだれもが持つ自然なものだが、その扱い方を間違えると、家庭内のトラブルや
地域での対人関係の悪化につながることがある。
　怒りを適切にコントロールする方法を学ぶことで、家庭や地域社会が安心で温かい場となり、
トラブルや犯罪のない笑顔あふれる明るい社会になることをめざす。

◎令和６年 7 月 17 日『ダメ。ゼッタイ。』
国連支援募金に参加　¥10,701- 送金済
◎令和５年 7 月 25 日）『ダメ。ゼッタイ。』
国連支援募金に参加　¥13,306- 送金済 
◎本年もご協力よろしくお願いします。のサンプル品展示、『ダメ。ゼッタイ。』国連支援募金に協力。


